
今年もいろいろなことがありまし

た。いつもながら一年が早く終え

ようとしています。来年は2024

年、かねてより言われていた2025

年問題がいよいよ迫ってきまし

た。2025年問題とは団塊の世代

が75才を迎え4人に1人が75歳以

上になる超高齢化社会のことで

す。年金、介護など高齢者ともっ

とも関係が深い事柄に課題が山積

します。年金など社会保障費の国

の支出は益々増え、後世への借金

を返しきれないほど増やし、介護す

る若者世代も大幅に不足します。

打つ手はないのでしょうか。また、

昨今の物価の上昇は学校給食にも

大きく影響を及ぼしています。給

食の委託業者が原材料の値上がり

により撤退を余儀され、学校給食

が危機に迫っているところもある

と聞き及んでいます。原材料の上

昇分を国や地方自治体が少子化対

策で面倒を見て、子供たちの健康を

守ってほしいと願っています。さら

に願わくは給食費の無償化を進め

るべきです。▼T

11月19日、旭川にある道立旭川美術館に

竹久夢二展を孫たちと観に行ってきました。

展示点数が多いのには驚かされました。竹久夢二が

歩んだ大正、昭和初期という100年前の時代が現代

にタイムスリップしたような展示会でした。30年ほ

ど前の我が家の年賀状に竹久夢二の版画を模して

ステンシルで作って一枚一枚印刷して出したことが

あり、この展示会は特別感がありました。▼T

初雪に、一面雪化粧して
真っ白になりました

孫はさっそく雪をかき集めて
大きな雪玉を作りました

子供にとって雪は
楽しい遊びです

11月3日、文化の日にふらのジュニ

アアンサンブルの発表会が富良野

複合庁舎内のコンサートホールであ

りました。複合庁舎は、昨年できた

ばかりの市役所とコンサートホール

が一体となった建物です。以前は、

市役所と文化会館が別の建物でし

たが、老朽化に伴い建て替えられ

ました。農園は上富良野町ですの

で自治体が違いますが、孫が習っ

ている先生が富良野ですのでその

居住地のホールで行われました。

30年ほど前、この音楽教室の先生

には私の娘と息子がお世話にな

り、当時は幼児から高校生までの

40名ほどのメンバーでジュニアア

ンサンブルが構成され演奏活動を

していました。今回は、当時を思い

出しながら孫がこのステージで演奏

するなんて夢にも思っていなかっ

たので隔世の感でした。▼T

にんじん搾り
無農薬にんじんを使用した冷凍

にんじん搾りの製造が本格化し

てきました（写真◀▲）。抗酸化

の高い人参になるように栽培し

た無農薬人参です。このにんじ

ん搾りは主に病気の人が利用し

ています。今年は、夏の猛暑と雨

の多い日が続き、人参の根の発

育に影響が出てしまいました。

また、人参の生育温度は20℃位

が最適ですが、あまりにも暑い

日が続き生長が止まってしまい

ました。また、播種後の気温も

高く、発芽不良が多く発生した

ことが減収の大きな要因でし

た。それでもなんとかこのにん

じん搾りを必要としている利用

者のみなさんに届けたいと思っ

ています。▼T

越冬キャベツ
11月23日、越冬キャベツの収

穫をしました（写真▼）。この

キャベツは、自然栽培で肥料や

堆肥など一切与えず、農薬も一

切使用せず栽培したキャベツで

す。無肥料栽培ですのでもう少

し生育期間が必要だったようで

す。収穫したキャベツは、宅地

近くの梨の木の下でビニールに

小さな穴をあけて敷いて並べま

した。あとは、雪が降って雪室

になって貯蔵できるように待ち

ます。越冬キャベツは、越冬中

に糖度が増して甘いキャベツに

なってきます。今年は試験栽

培、貯蔵ですのでこの冬が楽し

みです。▼T



11月に入って、オレンジワイン、

赤ワインのプレス作業を行いまし

た。野生酵母での自然発酵のた

め、一次発酵には3週間以上かか

ります。ワインになった果汁を抜

き取り、粒を掻き出してプレス機

に入れて搾汁します。すでにワイ

ンになっているので、ワインの香

りがワイナリー内に充満します。

これから樽熟成とタンク熟成が続

き、アロマテック発酵という二次

発酵が行われます。自然界のでき

ごとですので、どのように変化す

るかはワイン次第となります。ミ

ステリーの部分があるからワイン

は魅力的といえます。▼T

11月17日、北海道中小企業家

同友会道北あさひかわ支部の女

性部会野花の会から依頼があ

り、旭川へ行ってきました。こ

の野花の会は女性経営者の会で

20名ほどが参加していました。

1時間ばかり多田農園について

お話をさせて頂き、その後は、

食事をしながら多田ワイン

4種類を試飲して

いただきました。ま

た、飲めない方には

ジュース3種類を召

し上がっていただき

ました。会場はブン

カフェという人気の

レストランです。和

やかな雰囲気のなか

楽しい時間を過ごさ

せていただ

きました。

やはり、ワ

インと料理

はいいもの

です。▼T

11月24日、畑の仕事もほぼひと

段落し、福祉事業所の女性の利用

者さんにワインのラベル貼りをし

ていただきました。初めての経験

でしたが、午後には少し慣れてき

て手際よくなってきました。今年

の冬はワインのラベル貼りも仕事

に加えたいと思っています。ワイ

ン畑の会の年一回のプレゼントワ

インの発送がピークを迎えていま

す。プレゼントワインと先行予約

の「梢」ワインや注文ワインの発

送が年々増えてきており、荷造り

も間違わない様、細心の注意を払

いながらの作業となります。▼T

隣町の美瑛町のすずらんプラス

というレストランに行ってきま

した。ここのオーナーシェフの

木村さんは今年2回、当農園で

スペシャルランチを提供してい

ただいたシェフです。初めて伺

い、いろいろな料理をいただきま

したが、どれも美味しく満足で

した。その後、りんごの加工品の

レシピについてアドバイスをい

ただきました。アップルパイと焼

きりんごです。また、来年2月

に当農園でワインと料理のツ

アーを予定しているので、その

打合せも行いました。冬のワイ

ンツアーはふらのバスさんが主

催し、冬のぶどう畑を散策して

ぶどう畑の真ん中でホットワイ

ンとチーズがのったソーセージ

を食べて頂き、戻ってきて屋内

でポトフなどを召し上がってい

ただくような内容の企画を相談

しました。▼T

ピノ・ノワールブラン・
畑に初雪

11月11日、初雪が降りました。

畑は一面雪化粧して真っ白にな

りました。孫は、初雪にさっそ

く雪をかき集めて大きな雪玉を

作りました。子供にとって雪は

楽しい遊びです。この雪は融け

て、また降ってと幾度か繰り返

して根雪になっていきます。▼T

ぶどうの剪定
10月下旬から始まったぶどうの

剪定作業が11月16日、終わりま

した（写真▼）。枝片づけは、地

元福祉事業所の利用者さんが

行っていますが、あと数日かかり

そうです。年々、ぶどうの樹の樹

形も整ってきて剪定作業がかな

りスムーズにできるようになっ

てきました。ただ

古い樹は、初期の

ころにいい剪定が

なされていなかった

ので樹形はあまり

よくはありません

が、剪定自体はやり

易くなっています。

来年の春に元気に芽

を出してくれること

を祈っています。▼T

11月28日、事業者向け北海道

産ワインセミナーが旭川市の

アートホテルで開催され参加し

ました。事業者50社ほどの参

加があり、ワイナリーも十数社

参加していました。NPO法人

ワインクラスター北海道の代表

理事阿部真久氏が講師でワイン

セミナーがあり、その後、各ワ

イナリーの紹介、試飲会と続き

ました。旭川市は北海道第2の

都市で人口が30万人ほどあり

ます。水が豊かなまちで昔か

ら日本酒造りが盛んでした。

ワインは日本酒におされてい

る感がありましたが、6月に旭

川で行われた酒のイベントに

参加したところ、ワインの関

心の高さに驚かされました。

ぜひとも多くの旭川のみなさ

んにワインを飲んでいただき

たいと思っています。▼T
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